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勘

定

吟

味

役

設

楽

八

二

郎

の

周

辺

安
政
二

（
一
八
五
五
）
年
五
月
二
五
日
、
設
楽
八
三
郎
は
海
防
掛
勘
定
吟
味

役
に
な
る
。

「大
日
本
古
文
書

・
幕
末
外
国
関
係
文
書
」
に
お
い
て
、
安
政
四

（
一
八
五
七
）

年

一
二
月
二
八
日
二
丸
留
守
居
に
転
任
す
る
ま
で
、
そ
の
関
係
す
る
書
類
は
四

三
通
に
上
る
。
多
く
は

「海
防
掛
勘
定
奉
行
井
同
吟
味
役
上
申
書
」
で

「評
議

仕
申
上
候
書
付
」
で
あ
る
。
連
名
の
当
事
者
を
列
挙
す
れ
ば
左
記
の
通
り
。

松
平
河
内
守

。
川
路
左
衛
門
尉

・
水
野
筑
後
守

・
塚
越
藤
助

・
中
村
為
弥

村
垣
奥
三
郎

・
勝
田
次
郎

・
土
岐
摂
津
守

『寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
（以
降

『旗
本
家
事
典
』
）
か
ら
略
歴
を

記
す
る
と
、

①
　
松
平
河
内
守

松
平
河
内
守
近
直
（大
給
松
平
）

家
禄
二
千
石

天
保
十
四
年
八
月
二
十
六
日
　
　
勘
定
奉
行
勝
手
方

安
政
四
年
五
月
二
十
二
日
　
　
　
留
守
居
次
席

②
　
川
路
左
衛
門
尉

川
路
弥
吉
聖
謀
　
　
　
　
　
　
　
家
禄
五
百
石

嘉
永
五
年
九
月
十
日
　
　
　
　
　
勘
定
奉
行
公
事
方

安
政
六
年
五
月
六
日
　
　
　
　
　
西
丸
留
守
居

③
　
水
野
筑
後
守

水
野
甲
子
次
郎
忠
徳
　
　
　
　
　
家
禄
五
百
石

安
政
元
年
十
二
月
二
十
四
日
　
　
勘
定
奉
行
勝
手
掛

安
政
四
年
四
月
十
五
日
　
　
　
　
長
崎
奉
行
兼
帯

安
政
四
年
五
月
十
日
　
　
　
　
　
長
崎
表
御
用
　
十

一
月
十

一
日
帰
府

安
政
四
年
十
二
月
三
日

④
　
塚
越
藤
助

塚
越
藤
助
元
邦

嘉
永
四
年
八
月
八
日

安
政
六
年
四
月
二
十
二
日

⑤
　
中
村
為
弥

中
村
為
弥
時
萬

天
保
七
年
十
二
月
二
十
九
日

天
保
十
四
年
？
月
二
十

一
日

嘉
永
四
年
八
月
十
八
日

安
政
二
年
五
月
二
十
四
日

安
政
四
年
四
月
二
十
七
日

⑥
　
村
垣
典
三
郎

村
垣
典
三
郎
範
正

嘉
永
七
年

一
月
十
四
日

安
政
三
年
七
月
二
十
八
日

⑦
　
勝
田
次
郎

勝
田
次
郎
充

嘉
永
七
年
十

一
月
二
十
四
日

万
延
元
年
九
月
七
日

③
　
土
岐
摂
津
守

土
岐
綱
五
郎
朝
昌

嘉
永
七
年
六
月
四
日

安
政
四
年
二
月
九
日

安
政
四
年
七
月
二
十
四
日

倉

純

田
安
家
家
老

百
三
十
俵

勘
定
吟
味
役

勘
定
奉
行
同
格
勤
候
内
五
百
俵

家
禄
二
百
俵

勘
定
吟
味
方
改
役
並

勘
定
吟
味
方
改
役

・

勘
定
組
頭

勘
定
吟
味
役

下
田
奉
行

家
禄
五
百
石

勘
定
吟
味
役
海
防
掛

箱
舘
奉
行

家
禄
二
百
俵

勘
定
吟
味
役

箱
舘
奉
行

家
禄
七
千
石

浦
賀
奉
行

書
院
番
頭
再
役

勘
定
奉
行
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安
政
六
年
三
月
九
日
　
　
　
　
　
駿
府
城
代

以
上
と
な
る
。

木
村
勘
助
の

「幕
府
名
士
小
伝
」
（『旧
幕
府
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

河
内
守
松
平
近
直
　
初
め
四
郎
と
称
す
、
天
保
十
五
年
目
附
よ
り
勘
定
奉

行
に
任
す
、
此
時
よ
り
海
防
の
議
漸
く
感
ん
に
起
り
、
火
技
の
操
練
砲
台

の
築
造
等
専
ら
つ
と
め
た
り
し
が
、
近
直
奮
て
此
事
に
任
し
自
か
ら
江
川

英
龍
の
門
に
入
て
率
先
奨
励
な
せ
し
か
は
、
海
内
靡
然
と
し
て
響
應
し
是

よ
り
西
洋
砲
術
大
進
歩
す
る
に
至
れ
り
と
云
、
此
人
蟄
直
に
し
て
能
く
事

務
に
電
勉
し
、
老
練
の
オ
あ
り
、
深
く
阿
部
執
政
に
信
用
せ
ら
れ
、
久
し

く
理
財
の
任
に
当
て
内
外
の
事
大
に
尽
す
所
あ
り
し
と
い
へ
り
。

左
衛
門
尉
川
路
聖
護
初
め
弥
吉
と
称
す
、
人
と
為
り
快
諮
嘉
落
少
き
よ
り
、

文
武
の
技
を
好
み
、
粗
衣
糖
食
書
生
を
以
て
自
か
ら
居
れ
り
、
嘉
永
五
年

勘
定
奉
行
に
任
じ
旨
を
奉
じ
、
筒
井
政
憲
と
共
に
長
崎
に
赴
き
、
露
国
使

節
と
論
談
し
屡
其
論
鋒
を
挫
け
り
と
い
へ
り
、
此
人
好
て
四
方
奇
傑
の
士

に
交
り
廣
く
眼
を
天
下
の
経
綸
に
注
ぐ
、
志
操
遠
大
当
時
の
有
司
中
稀
に

見
る
所
な
り
、
然
れ
共
譜
々
の
言
動
も
す
れ
は
、
俗
輩
の
忌
む
処
と
な
り
、

久
し
く
其
位
を
保
つ
こ
と
能
は
ず
、
戊
辰
の
変
憂
憤
し
て
自
尽
す
以
て
其

平
生
を
想
ふ
可
し
。

筑
後
守
水
野
忠
徳
　
初
め
甲
子
次
郎
と
称
す
、
性
剛
毅
崎
　
諸
要
職
を
経

て
安
政
元
年
勘
定
奉
行
に
任
じ
、
長
崎
奉
行
を
兼
摂
す
、
同
五
年
始
て
外

国
奉
行
に
任
ず
、
毎
に
外
国
人
と
会
見
事
を
議
す
る
に
常
に
抗
論
し
豪
も

屈
下
ぜ
ず
、
外
人
皆
こ
れ
を
憚
り
て
共
に
対
談
す
る
こ
と
能
は
ず
と
云
ふ

に
至
れ
り
、
政
府
巳
む
な
く
陽
に
こ
れ
を
濱
け
て
陰
に
幕
中
に
延
ひ
て
其

謀
議
に
参
せ
し
む
、
文
久
元
年
旨
を
奉
り
て
小
笠
原
諸
島
を
巡
視
し
、
滞

留
外
人
を
説
諭
し
て
皆
我
が
約
束
を
奉
ぜ
し
む
、
此
の
他
此
人
の
偉
績
極

て
少
か
ら
ず
、
某
末
の

一
人
傑
と
称
す
べ
し
、
し
か
れ
ど
も
自
信
す
る
こ

と
甚
厚
く
外
人
に
向
て
彼
我
の
情
勢
を
審
に
せ
ず
、　
一
途
其
意
見
を
主
張

し
て
動
か
ず
、
往
々
執
拗
の
論
を
免
れ
ざ
る
こ
と
あ
り
、
戊
辰
の
変
、
憂

悶
疾
を
成
し
詣
語
し
て
吾
今
某
所
に
使
命
を
奉
ず
云
て
死
せ
り
と
云
。

淡
路
守
村
垣
範
正
　
初
め
典
三
郎
と
称
す
、
安
政
三
年
函
館
奉
行
に
任
じ
、

外
国
奉
行
を
兼
摂
す
、
機
敏
に
し
て
吏
務
に
練
達
す
、
萬
延
元
年
新
見
正

興

（豊
前
守
と
称
す
）
と
共
に
合
衆
国
に
使
し
彼
我
の
條
約
を
交
換
す
、

是
れ
我
邦
は
じ
め
て
外
国
と
條
約
を
換
ふ
る
使
節
の
噴
矢
な
り
。

出
羽
守
中
村
時
萬
　
始
め
為
弥
と
称
す
、
容
貌
短
少
短
狐
の
如
し
と
い
へ

ど
も
其
中
剛
硬
犯
す
可
ら
ぎ
る
の
気
象
あ
り
、
安
政
三
年
下
田
奉
行
に
任

じ
、
米
国
公
使
入
京
の
事
を
議
し
大
に
尽
す
所
あ
り
、
此
入
ま
た
下
僚
に

在
り
て
為
弥
と
称
せ
し
と
き
筒
井
政
憲
、
川
路
聖
謀
に
従
て
長
崎
に
赴
き
、

露
国
使
節
と
往
来
商
議
せ
し
が
我
よ
り
使
節
に
書
を
贈
る
こ
と
あ
り
て
、

時
萬
こ
れ
を
齋
し
て
露
国
軍
艦
に
到
り
し
に
使
節
其
文
意
の
己
れ
に
不
利

な
る
を
知
り
拒
ん
で
受
け
ず
、
時
萬
百
方
こ
れ
を
論
ず
れ
と
も
聴
か
ず
、

然
ら
は
我
も
亦
使
命
を
奉
し
こ
の
書
簡
を
持
ち
来
た
る
に
受
け
ざ
れ
ば
、

吾
寸
歩
も
此
艦
を
退
く
ま
じ
、
此
艦
の
到
る
処
に
従
ひ
行
き
其
都
城
に
至

り
直
ち
に
之
を
国
帝
に
献
せ
ん
の
み
と
、
断
然
決
心
の
気
あ
る
を
見
て
使

節
大
に
困
却
し
、
逐
に
其
書
を
受
領
せ
り
と
、
此
事
阿
部
執
政
の
聞
く
所

と
な
り
て
、
其
年
勘
定
吟
味
役
に
進
み
、
又
下
田
奉
行
に
抜
擢
せ
ら
れ
た

り
と
い
へ
り
。

と
あ

っ
て
、
当
時
の
史
料
と
し
て
参
考
に
な
る
。

こ
の
四
三
通
の
文
書
の
ほ
か
、
田
中
正
弘

『近
代
日
本
と
幕
末
外
交
文
書
編

纂
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
左
の
人
々
の
留
記
を
参
考
に
し
て
い
た
ら
し
い
。

合
原
猪
三
郎

・
伊
佐
新
次
郎

。
一
色
邦
之
輔

。
大
沢
仁
十
郎

・
大
久
保
忠

寛

。
江
川
太
郎
左
衛
門

。
大
橋
宥
之
助

・
小
野
友
五
郎

・
糟
屋
鎗
之
助

・
伊
藤

次
郎
助

・
菊
池
大
助

・
佐
々
倉
桐
太
郎

・
新
見
正
興

・
瀧
村
小
太
郎

・
日
下
部

官
之
丞

・
中
島
三
郎
助

・
名
村
五
人
郎

‥
水
持
亨
次
郎

・
中
台
信
太
郎

・
中
村

時
萬

。
日
高
圭
三
郎

・
福
田
作
太
郎

・
香
山
栄
左
衛
門

・
高
麗
環

・
村
垣
範

正

・
向
山
黄
郁

・
水
野
甲
子
次
郎
等
々
す
べ
て
幕
臣
で
あ
る
。

こ
の
四
三
通
の
う
ち
大
部
分
は

「堀
田
正
睦
外
国
掛
中
書
類
」
か
ら
の
写
し

で
、
ほ
か
に
水
野
忠
徳
留
記

・
福
田
作
太
郎
筆
記

。
大
橋
宥
之
助
筆
記

ｏ
日
下

部
官
之
丞
留
記

・
諏
訪
氏
雑
記

・
菊
池
隆
吉
留
記

。
合
原
猪
三
郎
筆
記
等
の
写

し
で
あ
る
。

福
田
作
太
郎
は
箱
舘
奉
行
支
配
組
頭

・
神
奈
川
奉
行
支
配
組
頭
、
大
橋
宥
之
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助
は
箱
舘
奉
行
支
配
調
役
下
役
、
日
下
部
官
之
丞
は
勘
定

。
勘
定
組
頭
、
菊
池

隆
吉
は
外
国
奉
行
、
合
原
猪
三
郎
は
下
田
奉
行

・
外
国
奉
行

・
神
奈
川
奉
行
の

各
支
配
調
役
及
び
神
奈
川
奉
行
並
を
歴
任

（田
中
正
弘
前
掲
書
）
。

何
通
か
伊
勢
守

へ
右
筆
を
通
じ
て
上
げ
下
げ
が
行
な
わ
れ
、
竹
村
七
左
衛

門

・
早
川
庄
次
郎

・
立
田
録
助

。
原
弥
十
郎
の
四
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

竹
村
七
左
衛
門
は
安
政
三

（
一
人
五
六
）
年
人
月
に
亡
く
な
り
、
早
川
庄
次

郎
は
、天

保
九
成
　
乙
　
　
小
普
請
組
後
藤
佐
渡
守
支
配
　
　
早
　
川
　
庄
次
郎

と

「昌
平
学
科
名
録
」
に
あ
り
、
立
田
録
助
の
子
は
塚
越
藤
助
の
養
子
に
な
り
、

ま
た
父
は
天
保

一
四

（
一
八
四
三
）
年
よ
り
安
政
二

（
一
人
五
五
）
年

一
二
月

ま
で
勘
定
吟
味
役
で
あ

っ
た
。
原
弥
十
郎
は
坂
回
筑
母

「浅
野
梅
堂
」
に
よ
れ

ば
、
号
を
秋
径
あ
る
い
は
柳
圃
と
い
い
、
官
学
派
詩
人
た
ち
と
付
合
が
あ

っ
た

ら
し
い
。

勝
田
次
郎
の
父
は
勝
田
弥
十
郎

（半
斎
）
と
い
い

『続
日
本
随
筆
大
成
』
に

「貧
政
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
勝
田
半
斎
が
文
政
八
年
に
学
問
所
勤
番
組
頭

だ

っ
た
時
に
中
村
時
萬
は
同
勤
番
見
習
と
し
て
居
た
。

設
楽
氏
は

「続
群
書
類
従
第
七
輯
下
系
図
部
七
十
七
大
伴
系
図
」
に
よ
れ
ば
、

大
伴
家
持
の
四
代
孫
善
男
か
ら

一
〇
代
俊
実
の
男
資
時
を
三
州
設
楽
氏
の
祖
と

し
、
弟
資
隆
は
三
州
富
永
氏
の
祖
と
し
て
い
る
。
「御
評
定
着
座
次
第
」
応
安

八

（
一
三
七
五
）
年
正
月

一
三
日
条
に
設
楽
三
郎
、
永
和
二

（
一
三
七
六
）
年

正
月
八
日
条
に
設
楽
三
郎
、
同
四
年
正
月

一
一
日
条
に
、
設
楽
伊
賀
太
郎

・
設

楽
越
中
三
郎
あ
り
。
「永
享
以
来
御
番
帳
」
二
番
に
富
永
左
近
将
監

・
富
永
筑

後
入
道

・
設
楽
兵
庫
助
、
五
番
に
富
永
駿
河
入
道

・
富
永
兵
庫
助

・
富
永
弥
六
。

「
文
安
年
中
御
番
帳
」
二
番
に
富
永
孫
五
郎

・
富
永
筑
後
入
道

。
設
楽
兵
庫

助

・
同
平
左
衛
門
尉

。
同
次
郎
左
衛
門
尉

・
富
永
左
近
将
監
、
五
番
に
富
永
駿

河
入
道

・
富
永
修
理
亮
。
「長
享
元
年
九
月
十
二
日
常
徳
院
殿
様
江
州
御
動
座

営
時
在
陣
衆
着
到
」
二
番
に
富
永
五
郎

（伊
勢
）

・
設
楽
三
郎
、
五
番
に
富
永

弥
六
。
い
づ
れ
も
足
利
将
軍
側
近
の
番
衆
で
あ
る
。
然
し
乍
、
「寛
政
重
修
諸

家
譜
」
（以
下

「寛
政
譜
」
）
に
よ
れ
ば
、
設
楽
氏
は
出
自
菅
原
氏
と
し
て
い
る
。

大
伴
氏

・
菅
原
氏
の
違
い
を
埋
め
る
史
料
は
な
い
。

「寛
政
譜
」
の
設
楽
氏
は
、
「
三
河
国
設
楽
郡
川
路
城
に
住
せ
し
よ
り
設
楽

を
称
号
と
す
。
」
と
あ
る
。
系
図
は
二
系
統
あ

っ
て
、　
一
は

「貞
次
」
よ
り
始

ま
り
五
代
孫

「貞
道
」
が
今
川
義
元

・
氏
真
に
属
じ
と
い
う
系
統
、　
一
は

「能

久
」
よ
り
始
ま
り
八
王
子
に
住
ん
だ
系
統
。
但
し
後
者
は
前
者
と
違

っ
て
八
王

子
以
前
の
こ
と
は
定
か
で
は
な
い
。
設
楽
八
三
郎
は

「能
久
」
の
系
統
で
あ
る
。

能
久
―
能
重
―
能
業
―
能
真
―
能
武
―
光
能
―
能
該
―
能

下
―
能
得
―
能
潜

（八
三
郎
）
と
い
う
歴
代
に
な
り
、
代
官
を
何
人
か
が
勤
め
て
い
る
。
西
沢
淳

男

『幕
領
陣
屋
と
代
官
支
配
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
こ
の
設
楽
家
系
統
で

は
計
九
人
が
代
官
に
な
っ
て
い
て
、
左
の
と
お
り
な
る
。

長
兵
衛
能
業
　
　
　
　
　
　
？
―

一
六
四
七

源
右
衛
門
能
政
　
　
一
六
三

一
―
上

六
七
八

権
兵
衛
能
真
　
　
　
　
　
？
―

一
六
六
七

太
郎
兵
衛
某
　
　
　
一
六
七
八
―
上

六
九
二

孫
兵
衛
能
武
　
　
　
一
六
六
七
―
上

七
〇
〇

喜
兵
衛
正
秀
　
　
　
一
六
九
〇
―

一
七
〇
〇

勘
左
衛
門
能
久
　
　
一
六
八
八
―
上

七
〇
〇

長
兵
衛
能
該
　
　
　
一
七
四
二
―
上

七
五
三

人
三
郎
能
潜
　
　
　
一
八
四
三
―
上

八
五
五

も
う

一
系
統
は

貞
道
―
貞
清
―

―
貞
代
―
貞
辰
―
貞
成
―
貞
英
―
貞
好
―
貞
周
―
貞
長
―

―
貞
信
①
　
ｌ
貞
時
②

①
　
　
貞
信
―
貞
政
―
貞
興
―
貞
高
―
貞
根
―
貞
猶
―
貞
喬
―
貞
丈

と
な
る
。
川
合
重
雄
に
よ
れ
ば
、
子
孫
小
倉
氏
の
系
図
で
は

「能
久
」
系
統
が

設
楽
氏
の
正
統
の
血
筋
で
あ
る
と
い
う

（『
三
河
地
域
史
研
究
』
二
、
八
号
）
。

「寛
政
譜
」
で
は
長
三
郎
貞
長
の
家
禄
二

一
五
〇
石
、
直
之
助
貞
丈

一
四
〇
〇

石
、
②
貞
時
の
後
裔
佐
源
次
貞
正
三
〇
〇
石
。
小
倉
氏
は
貞
丈
の
孫
貞
皓
が
小

倉
と
改
称
し
た
よ
う
で
系
図
に
戻
す
と
、
「能
久
」
に
宣
政

・
能
業
の
二
子
あ
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り
、
宣
政

。
清
忠
に

「貞
享
年
中
、
江
戸
三
出
て
奉
仕
ヲ
乞
ひ
事
な
ら
ず
し
て

去
ル
。
此
子
孫
、
武
州
多
摩
郡
下
恩
方
村
農
民
設
楽
太
右
衛
門
安
長
、
同
喜
多

八
卜
云
。
文
政
年
中
、
八
王
子
同
心
ト
ナ
リ
。
設
楽
甚
蔵
、
設
楽
三
蔵
卜
云
ア

リ
。
是
、
東
三
河
設
楽
家
ノ
正
統
血
統
ト
ス
。
」
此
後
の
こ
と
は
夏
目
利
美

「
八
王
子
設
楽
家
に
つ
い
て
」
（新
城
市
郷
土
研
究
会

『郷
土
』

一
三
五
）
に
詳

し
い
。

市
左
衛
門
貞
丈
に
は
男
子
四
人
あ
り
。
民
之
丞
貞
温

・
厚
次
郎
篠
山
金
次
郎

資
敬

・
懸
三
郎
岩
瀬
修
理

・
寛
之
丞
設
楽
弾
正
貞
晋
。
篠
山
金
次
郎
家
禄
三
八

〇
石
庄
右
衛
門
養
子
、
民
三
郎
貞
温
は
放
蕩
の
末
廃
嫡
後
を
寛
之
丞
が
継
ぐ
。

原
〔三
郎
は
康
五
郎
岩
瀬
市
兵
衛
忠
正
の
養
子
家
禄
八
〇
〇
石
。

民
三
郎
貞
喬
は
摂
津
麻
田
藩
九
代
藩
主
青
木

一
貫
の
次
男
で
そ
の
実
父
は
伊

予
宇
和
島
藩
四
代
藩
主
伊
達
村
年
、
そ
の
直
系
四
代
先
は
伊
達
政
宗
に
行
着
く
。

つ
ま
り
岩
瀬
忠
震
は
伊
達
政
宗
の
血
筋
直
系
八
代
孫
と
な
る
。
ま
た
直
之
助
貞

丈
は
本
草
を
探
求
、
貞
喬
の
実
兄
は
家
禄
三
六
〇
〇
石
御
側
衆
佐
野
義
行
養
子

健
行
、
佐
野
義
行
は
歌
人
と
し
て
有
名
。

設
楽
人
三
郎
は
設
楽
吉
之
助
能
得

（家
禄

一
五
〇
俵
）
の
養
子
な
る
。
次
に

人
三
郎
の
略
歴
を
示
す
と

天
保
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
奥
右
筆
（江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
）

天
保
十
四
年
八
月
二
十

一
日
　
奥
右
筆
よ
り
御
代
官

安
政
二
年
五
月
二
十
四
日
　
　
勘
定
吟
味
役
海
防
掛

安
政
四
年
十
二
月
二
十
八
日
　
二
九
留
守
居

安
政
五
年
八
月
二
日
　
　
　
　
勘
定
吟
味
役
再
役

文
久
二
年
三
月
二
十
二
日
　
　
先
手
過
人
　
学
問
所
御
用

五
月
十
三
日
　
　
　
先
手
鉄
胞
頭

九
月
六
日
　

　

　

卒

と
な
る
。
養
父
設
楽
吉
之
助
は
天
保
九
年
ま
で
奥
右
筆
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
以
後
武
鑑
に
は
見
え
な
い
。
天
保

一
〇
年
か
ら

一
二
年
の
間
に
致
仕
か
亡

く
な
っ
た
か
ま
た
家
督
を
譲

っ
た
か
。
こ
の
三
年
間
に
設
楽
吉
之
助
か
ら
設
楽

人
三
郎
に
か
わ
つ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。

設
楽
八
三
郎
の
実
家
は
作
事
下
奉
行
鈴
木
八
兵
衛
で
八
〇
俵

一
人
扶
持
。
こ

の
記
事
で
ゆ
く
と
次
男
に
な
る
。
「昌
平
学
科
名
録
」
（『旧
幕
府
』
所
収
）
を

参
考
に
す
れ
ば

享
和
三
亥
　
乙
　
御
作
事
下
奉
行
八
兵
衛
倅
　
　
　
　
鈴
　
木
　
栄
　
蔵

文
政
元
寅
　
乙
　
材
木
御
金
奉
行
八
兵
衛
次
男
　
　
　
鈴
　
木
　
八
三
郎

（設

楽
）

◎
設
楽
氏
を
継
て
御
代
官

・
御
勘
定
吟
味
役
ま
た
御
先
手
に
な
り
病
死
。

と
あ

っ
て

『旗
本
家
事
典
』
に
よ
れ
ば
兄
惣
領
栄
蔵
は
以
後
八
兵
衛
を
名
乗
り

三
代
目
を
桓
四
郎
と
し
て
い
る
。
代
官
に
つ
い
て
言
う
と

古
山
善
吉
　
　
　
　
文
政
元
年
か
ら
文
政
九
年

古
山
善

一
郎
　
　
　
天
保
十
三
年
か
ら
弘
化
四
年

勝
田
次
郎
　
　
　
　
天
保
十
三
年
か
ら
嘉
永
七
年

の
三
名
が
歴
任
し
て
い
る

（左
の
表
を
参
照
）
。
勝
田
次
郎
は
丁
度
設
楽
八
三

郎
と
任
官
時
期
が
重
な
り
、
江
戸

・
但
馬
生
野

・
陸
奥
川
俣

・
江
戸
廻
を
、
設

楽
八
三
郎
は
、
奥
右
筆
留
物
方
か
ら
江
戸

・
摂
津
大
阪
二

・
陸
奥
川
俣
と
歴

任
。

「甲
子
夜
話
」
七
十
五
に

「豊
原
時
元
七
百
年
忌
辰
、
其
遠
孫
文
秋
　
乞
余

詩
　
賦
以
贈
之
」
と
あ

っ
て
左
の
人
々
が
漢
詩
を
寄
せ
て
い
る

（七
〇
〇
年
忌

は
文
政
六
年
。
静
山
著
述
時
は
文
政
八
年
。
）

参
議
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
川
斉
修

（水
戸
徳
川
斉
昭
の
兄
）

松
山
侯
　
侍
従
隠
岐
守
　
松
平
定
通

浜
松
侯
　
四
品
左
近
将
監
水
野
忠
邦

鯖
江
侯
　
下
総
守
　
　
　
間
部
詮
勝

烏
山
侯
　
佐
渡
守
　
　
　
大
久
保
直
成

飯
田
侯
　
大
和
守
　
　
　
堀
　
親
宝

神
戸
侯
　
伊
予
守
　
　
　
本
多
忠
升

柳
本
侯
　
大
和
守
　
　
　
織
田
信
陽

鳥
取
支
侯
長
門
守
隠
居

致
仕
縫
殿
頭
松
平
定
常

（松
平
冠
山
）

岡
田
侯
播
磨
守
長
寛
嗣
子
伊
東
長
祥

熊
本
支
侯
来
女
正
弟
　
　
細
川
利
和
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御
勘
定
奉
行
左
衛
門
尉
　
遠
山
景
晋

交
代
寄
合
越
中
守
嗣
子
　
榊
原
　
砥

御
使
番
　
　
　
　
　
　
　
花
房
栄
親

御
使
番
　
　
　
　
　
　
　
堀
　
利
堅

寄
合
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
川
利
教

寄
合
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
長
孝

御
儒
者

御
儒
者

奥
儒
者
見
習

御
書
院
番
善
十
郎
子

御
側
衆
豊
前
守
次
男

大
番
頭
丹
波
守
弟

両
番

平 成 野 古
岩 嶋 村 賀

章 譲 温

学
問
所
勤
番
組
頭
　
　
　
勝
田
　
献

（勝
田
半
斎
）

同御
代
官

前
人
子

小
普
請
組
弦
次
郎
子

前
人
弟

御
金
奉
行
八
兵
衛
子

前
人
弟

御
膳
所
御
台
所
頭

小
普
請
組
医
師

大
学
頭

猪
飼
　
傑

猪
飼
履
堂
）

古
山
　
礼

古
山
善
吉
）

古
山
　
恒

古
山
善

一
郎
か
）

石
川
　
済

太
郎
大
夫

・
安
定

・
秋
帆
）

石
川
　
澄

次
郎
作

・
則
正

・
柳
渓
）

鈴
木
　
洋

鈴
木
栄
蔵
）

鈴
木
　
潜

設
楽
八
三
郎
）

毛
受
　
武

毛
受
貫
助
）

村
上
　
樵

村
上
良
知
か
）

林

　

衡

林
述
斎
）

前
人
子
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
銚

（述
斎
長
男
）

中
奥
御
番
　
　
　
　
　
　
鳥
居
忠
耀

（鳥
居
甲
斐
守

・
述
斎
次
男
）

小
普
請
組
　
　
　
　
　
坂
井
政
燎

（述
斎
三
男
）

御
書
物
奉
行
　
　
　
　
　
林
　
　
輝

（述
斎
四
男
）

小
普
請
組

一
学
養
子
　
　
依
田
守
規

（述
斎
六
男
）

「森
銑
三
著
作
集
」
及
び
坂
口
筑
母

「
乙
骨
耐
軒
」
「浅
野
梅
堂
」
よ
り
詩

（遠
山
金
四
郎
景
元
の
父
）

（榊
原
月
堂

・
書
家
）

（長
左
衛
門

・
号
悠
山
）

（堀
小
四
郎

・
織
部
正
の
父
）

（滝
川
南
谷
の
男
）

（浅
野
梅
堂
の
父

・
号
錦
谷
）

（古
賀
個
庵

・
小
太
郎
）

（野
村
堂
園
）

（筑
山

・
桓
吉
）

土
岐
朝
茂

（勘
定
奉
行
土
岐
摂
津
守
朝
昌
か
）

人
木
　
章

（八
木
補
矩
の
弟
四
男
維
章
か
）

泉
本
明
善

（佐
渡
奉
行
忠
篤
の
子

・
誠

一
）

人
と
し
て
の
活
動
を
見
て
み
る
と
、
設
楽
八
三
郎
は
翠
巌
と
号
し
、
野
村
竺
園

門
下
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
御
書
物
奉
行
鈴
木
岩
次
郎
の
息
鈴
木
桃
野

「無
可
有

郷
」
下
巻

「自
述
」
（随
筆
百
花
苑
第
七
巻
所
収
）
の
う
ち

「此
比
岡
詩
の
催

し
あ
り
て
、
穆
亭
、
翠
巌
、
秋
浪
、
柳
渓
、
秋
帆
、
拝
石
、
鱗
川
、
練
塘
、
松

陰
、　
一
谷
予
を
合
て
十

一
人
、
関
日
の
龍
隠
庵
に
会
し
、
社
を
結
び
て
詩
を
作
・

る
。
野
村
博
士
、
玉
　
老
人
、
昆
岡
等
は
ミ
な
評
者
な
り
、
追
々
景
山
、
南
圃
、

裕
堂
の
輩
を
加
へ
て
、
此
社
の
盛
ん
な
る
天
下
第

一
と
称
す
。
社
名
を
氷
雪
社

と
い
ふ
。」

翠
巌
は
設
楽
人
三
郎
、
柳
渓
は
石
川
澄
、
秋
帆
は
石
川
済
、
野
村
博
士
は
皇

園
、
そ
し
て
玉
圧
老
人
は
植
木
八
三
郎
。
ま
た
森
銑
三
は

「た
ま
た
ま

『漱
芳

閣
書
査
記
』
を
見
る
に
、
そ
の
三
巻
軸
の
部
、
「清
朱
山
樵
漁
耕
讀
固
巻
」
の

題
詩
に
、
小
花
和
櫻
敢
、
岡
本
花
亭
、
友
野
霞
舟
、
乙
骨
耐
軒
、
設
楽
翠
巌
、

野
村
皇
園
、
久
貝
蓼
湾
の
七
家
あ
り
。」
と
い
う
。
蓼
湾
は
金
八
郎
。

当
時
昌
平
費
周
り
の
官
学
派
の
詩
人
た
ち
に
は
、
野
村
菫
園

・
友
野
霞
舟

。

乙
骨
耐
軒

・
古
賀
個
庵

・
小
花
和
櫻
教

・
久
貝
蓼
湾

・
木
村
裕
堂

・
鈴
木
白
藤

石
川
秋
帆

・
石
川
柳
渓
等
々
。

今
昌
平
費
の
学
科
試
験
の
合
格
者
を

「昌
平
学
科
名
録
」
（『旧
幕
府
』
所
収
）

か
ら
抜
き
出
し
て
み
れ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

寛
政
十
二
申
　
乙

小
普
請
組
室
賀
志
摩
守
支
配
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村
　
丘
ハ　
蔵

享
和
三
亥
　
乙

御
作
事
下
奉
行
　
　
八
兵
衛
　
倅
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
栄
　
蔵

明
屋
敷
番
伊
賀
之
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
　
田
　
弥
十
郎

文
政
元
寅
　
乙

材
木
御
金
奉
行
　
八
　
丘
ハ　
衛
　
次
　
男
　
　
　
　
鈴
　
木
　
八
三
郎

（設

楽
）

◎
設
楽
氏
を
継
て
御
代
官

・
御
勘
定
吟
味
役
ま
た
御
先
手
に
な
り
病

死
。

丈
政
六
未
　
乙

西
丸
御
書
院
番
佐
藤
伊
予
守
組
　
善
十
郎
惣
領
　
　
平
　
山石
　
七
之
丞
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天
保
四
巳
　
乙

西
丸
御
書
院
番
構
田
筑
後
守
組
　
八
百
橋
惣
領
　
　
小
花
和
鐘
次
郎

◎
御
徒
頭
よ
り
日
光
奉
行
に
相
成
内
膳
正
に
任
じ
隠
居
。

天
保
九
戌
　
乙

西
丸
御
小
性
組
本
多
日
向
守
組
　
　
　
　
　
　
　
　
（筑
後
守
）

水
野
　
甲
子
次
郎

◎
御
日
付
よ
り
御
使
番
、
御
先
手
浦
賀
奉
行
長
崎
奉
行
御
勘
定
奉
行

田
安
殿
家
老
、
外
国
奉
行
西
丸
御
留
守
居
箱
館
奉
行
。

右
大
将
様
御
書
院
番
浅
野
壱
岐
守
組
与
頭
叉
三
郎
惣
領
　
久
貝
金
八
郎

天
保
十
四
卯
　
甲

寄
合
医
師
安
齋
弟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
村
　
哲
　
三

（栗
本
　
安
芸
守
）

◎
栗
本
に
養
わ
れ
て
瑞
見
と
改
め
る
。
蝦
夷
地
在
住
彼
地
に
て
組
頭

勤
方
、
学
問
所
頭
取
よ
り
御
日
付
、
瀬
兵
衛
と
改
め
る
。

天
保
十
四
卯
　
乙

御
小
性
組
大
久
保
彦
八
郎
組
　
　
　
　
　
　
　
　
掘
省
之
助
（織
部
正
）

御
徒
頭
よ
り
御
目
付
箱
館
奉
行
に
成
外
国
奉
行
神
奈
川
奉
行
兼
勤
中

切
腹
。

御
書
院
番
石
川
大
隅
守
組
　
市
兵
衛
養
子
　
　
岩
瀬
感
三
郎
（肥
後
守
）

◎
御
徒
頭
御
日
付
、
外
国
奉
行
御
作
事
奉
行
蟄
居
中
病
死
。

弘
化
五
戊
申
　
甲

御
小
性
組
近
藤
遠
江
守
組
　
　
　
　
　
　
　
　

水ヽ
井
岩
之
丞
（主
水
正
）

◎
御
徒
頭
御
目
付
、
玄
蕃
頭
に
任
じ
外
国
奉
行
御
軍
艦
奉
行
、
蟄
居

後
京
都
町
奉
行
大
日
付
。

富
士
見
御
宝
蔵
番
河
野
七
太
郎
組
新
次
耶
次
男
　
　
田
辺
定
輔
（太

一
）

◎
厄
介
に
て
外
国
奉
行
支
配
調
役
同
組
頭
　
欧
羅
巴
へ
行

弘
化
五
戊
申
　
乙

南
御
番
格
濱
御
殿
奉
行
見
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（兵
庫
頭
）

木

村

勘

助

◎
御
日
付
よ
り
軍
艦
奉
行
摂
津
守
に
任
ず

嘉
永
六
癸
丑
、
乙

寄
　
　
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
坊
　
陽
之
助

◎
小
納
戸
よ
り
御
先
手

小
普
請
組
　
徳
永
伊
予
守
支
配
　
　
　
　
　
　
　
　
設
　
楽
　
弾
　
正

◎
徒
頭
よ
り
御
日
付
、
開
成
所
頭
取
よ
り
御
日
付

こ
の
う
ち
喜
多
村
哲
三

・
堀
省
之
助

・
岩
瀬
原
一三
郎

。
中
坊
陽
之
助

・
設
楽
弾

正
に
つ
い
て
は
次
の
章
で
追
う
こ
と
に
す
る
。
小
花
和
櫻
敏
は

「旗
本
家
事
典
」

に
よ
れ
ば
、
小
花
和
正
助
正
度

（兵
部

・
内
膳
正
）
父
小
花
和
八
百
吉
と
あ
る
。

通
詞
立
石
斧
次
郎

（米
田
桂
次
郎
）
は
そ
の
次
男
で
あ
る
。

「甲
子
夜
話
」
の
著
者
松
浦
静
山
は
文
政
四

（
一
八
二

一
）
年

一
一
月

一
七

日
静
山
邸
を
お
訪
れ
た
林
述
斎
の
薦
め
に
よ
り
そ
の
日
か
ら
書
き
始
め
た
と
い

う
。
正
編
七
五
及
び
八
二
か
ら
八
六
の
史
料
か
ら
今
林
述
斎
の
関
係
を
洗

っ
て

見
る
。

林
述
斎
は
大
給
松
平
岩
村
藩
主
乗
蘊
の
三
男
で
、
幕
命
に
よ
り
林
大
学
頭
の

養
子
に
な
る
。
永
井
岩
之
丞

（奥
殿
藩
主
乗
チ
の
子
）
と
は
縁
戚
関
係
に
当
た

る
。
勘
定
奉
行
松
平
河
内
守
近
直
も
大
給
松
平
の
出
で
あ
る
。
岩
瀬
原
い三
郎
は

実
父
設
楽
直
之
助
貞
丈

（
一
四
〇
〇
石
）
の
三
男
、
母
は
林
述
斎
の
三
女
純
子
。

岩
瀬
市
兵
衛
忠
正

（八
〇
〇
石
）
の
養
子
と
な
る
。
述
斎
の
娘
は
長
女
経
子
、

赤
松
左
衛
門
範
徳

（三
〇

一
五
石
）
の
妻
、
次
女
繍
子
、
堀
廉
吉
利
堅

（二
五

〇
〇
石
）
の
妻
、
四
女
練
子
、
諏
訪
七
左
衛
門
頼
平

（
一
二
〇
〇
石
）
の
妻
、

五
女
繹
子
、
中
坊
長
兵
衛
広
風

（四
〇
〇
〇
石
）
の
妻
。

赤
松
次
郎
範
忠

・
堀
織
部
正

・
岩
瀬
修
理

・
諏
訪
求
之
助

・
中
坊
陽
之
助
は

従
兄
弟
に
当
た
る
。
設
楽
弾
正
は
岩
瀬
の
弟
。
「
随
筆
百
花
苑
」
第
七
巻
に

「仮
寝
の
夢
」
と
い
う
随
筆
が
あ
り
著
者
は
諏
訪
七
左
衛
門
頼
武
で
あ
る
。
隠

居
し
て
若
水
と
云
っ
た
。
頼
武
―
米
吉
頼
功
―
頼
平
と
続
く
。
岩
瀬
修
理
に
つ

い
て
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
本
村
勘
助
曰
く
、

肥
後
守
岩
瀬
忠
震
、
初
め
修
理
と
称
す
、
又
伊
賀
守
天
賢
明
敏
才
学
超
絶
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書
画
文
芸

一
と
し
て
妙
所
に
秦
ら
ざ
る
は
な
し
、
嘉
永
七
年
、
日
付
に
任

じ
深
く
阿
部
執
政
に
信
用
せ
ら
れ
、
海
防
外
交
の
事
を
は
じ
め
凡
そ
当
時

の
急
務
に
軟
掌
尽
力
せ
ざ
る
も
の
な
し
、
講
武
所
蕃
書
調
所
を
府
下
に
設

げ
海
軍
伝
習
を
長
崎
に
開
く
が
如
き
、
皆
此
人
の
建
議
経
画
す
る
所
な
り

と
い
へ
り
、
安
政
四
年
合
衆
国
公
使
と
貿
易
章
程
を
議
定
し
、
弁
難
論
詰

数
旬
に
渉
り
、
頗
る
我
邦
に
利
す
る
所
あ
り
と
、
翌
年
條
約
を
訂
す
る
の

時
に
至
り
、
異
議
紛
然
其
不
可
を
云
ふ
者
多
き
を
以
て
、
政
府
頗
る
困
却

し
、　
一
日
諸
侯
伯
を
営
中
に
召
し
忠
震
に
命
じ
て
時
勢
已
む
を
得
ざ
る
の

事
情
を
績
述
し
、
以
て
諭
す
所
あ
ら
し
め
た
り
し
に
雄
弁
沿
々
極
て
明
暢

劃
切
に
し
て
些
の
渋
滞
な
り
し
か
ば
、
聴
く
者
皆
其
処
置
の
適
当
な
る
を

認
め
、
悦
服
し
て
退
き
た
り
と
な
り
、
後
外
国
奉
行
に
任
じ
又
作
事
奉
行

に
転
ず
、
儲
弐
の
議
あ
り
し
と
き
、
主
と
し
て
抗
議
建
白
す
る
所
あ
り
し

と
云
ふ
を
以
て
巌
譴
せ
ら
れ
て
閉
居
す
、
文
久
元
年
病
に
罹
り
て
歿
す
、

天
若
し
仮
す
に
数
年
の
寿
を
以
て
せ
ば
再
び
登
用
せ
ら
れ
て
大
に
其
壌
足

を
伸
べ
、
国
家
の
為
に
尽
す
こ
と
あ
る
べ
し
と
て
人
皆
愧
惜
せ
ざ
る
も
の

な
し
と
い
へ
り
。

そ
の
父
設
楽
市
左
衛
門
貞
丈
。
「
日
本
博
物
誌
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
九

（
一
人
三
八
）
年
二
月
二
日
没
。
年
五
三
。
「
一
四
〇
〇
石
取
の
旗
本
で
、
名
は

貞
丈
、
通
称
直
之
助

・
市
左
衛
門
、
号
妍
芳
、
岩
崎
灌
園
の
弟
子
。
結
鞭
会
の

有
カ
メ
ン
バ
ー
で
、
前
年
は
八
回
の
う
ち
七
回
に
出
席
し
て
会
主
も
三
度
つ
と

め
て
お
り
、
そ
の
死
は
緒
鞭
会
に
と

っ
て
痛
手
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
富

山
侯
前
田
利
保

・
福
岡
侯
黒
田
斉
清

・
幕
医
栗
本
丹
洲
ら
の
書
状
交
換
に
よ
る

博
物
論
議
に
も
加
わ

っ
て
い
た
。
幕
臣
毛
利
梅
園
と
も
親
し
か

っ
た
。
刊
行
さ

れ
た
著
作
は

「蒲
桃
図
説
」
だ
け
で
あ
る
」
。
「蒲
桃
図
説
」
は

「江
戸
科
学
古

典
叢
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
原
書
は
文
政

一
二

（
一
八
二
九
）
年
刊
、
栗

本
丹
洲
の
前
文
と
桂
川
国
寧

（甫
賢
）
の
後
文
が
あ
る
。
後
年
栗
本
瀬
兵
衛
が

岩
瀬
肥
後
守
に
つ
い
て
書
い
た
の
は
こ
の
あ
た
り
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。結

鞭
会
の
面
々
は
、
富
山
侯
前
田
利
保

・
福
岡
侯
黒
田
斉
清

・
幕
医
栗
本
丹

洲

・
桂
川
国
寧

。
田
安
侯
家
臣
吉
田
正
恭
ま
た
馬
場
大
助

・
武
蔵
石
寿
あ
る
い

は
田
丸
六
蔵

・
佐
藤
兵
三
郎

・
浅
香
直
光

・
飯
室
庄
左
衛
門

・
関
根
雲
停
な

ど
。
「武
江
産
物
誌
」
の
著
者
岩
崎
潅
園
も
馬
場
大
助
の
紹
介
で
参
加
を
し
て

い
た
と
あ
る
。
結
鞭
会
に
つ
い
て
は
、
平
野
満

『天
保
期
の
本
草
研
究
会

「緒

鞭
会
∵
―
前
史
と
成
立
事
情
お
よ
び
活
動
実
態
』
（駿
台
史
学
九
八
）
に
詳
し

く
、
伊
藤
圭
介

「博
物
学
起
源
沿
革
説
続
」
に
貞
丈
は
絵
が
下
手
で
会
が
あ
る

毎
に
岩
瀬
を
連
れ
て
絵
を
描
か
せ
た
と
あ
る
と
。
田
丸
六
蔵

・
飯
室
庄
左
衛
門

は
妍
芳
設
楽
貞
丈
よ
り
手
解
き
を
受
け
た
ら
し
い
。
岩
崎
潅
園
は

「本
草
図
譜
」

を
著
し
、
栗
本
丹
洲
は

「千
虫
譜
」
、
武
蔵
石
寿
は

「
目
八
譜
」
、
前
田
利
保
は

「本
草
通
串
」
を
ま
た
飯
室
庄
左
衛
門
は

「虫
譜
図
説
」
、
馬
場
大
助
は

「群
英

類
従
図
譜
」
を
。
も
う

一
人
毛
利
梅
園
。
「彩
色
江
戸
博
物
学
集
成
」
に
よ
れ

ば

「梅
園
画
譜
」
に
妍
芳
設
楽
貞
丈
か
ら
の
標
本
の
提
供
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。

中
田
吉
信

「毛
利
梅
園
考
」
に
は
梅
園
は
幕
臣
三
百
石
取
り
毛
利
元
苗
の
子
元

寿
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
四

（
一
人
五

一
）
年
五
四
歳
で
歿
。

お
わ
り
に

設
楽
八
二
郎
に
拘

っ
て
少
し
そ
の
周
辺
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
幕
末
の
慌
し

い
時
代
の
少
し
前
に
豊
か
な
文
化
が
そ
こ
に
あ
り
、
幕
臣
と
い
え
ど
も
職
務
以

外
に
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
を
持

っ
て
い
た
と

い
う

一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

〔参
考
文
献
〕

『国
書
人
名
辞
典
』
（岩
波
書
店
）

『明
治
維
新
人
名
辞
典
』
（吉
川
弘
文
館
）

『江
戸
文
人
辞
典
』
（東
京
堂
出
版
）

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（続
群
書
類
従
完
成
会
）

『寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
（小
川
恭

一
編

。
東
洋
書
林
）

『江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
（深
井
雅
海

・
藤
賞
久
美
子
編

。
東
洋

書
林
）

『国
史
大
辞
典
』
（吉
川
弘
文
館
）
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『新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（雄
山
閣
）

『旧
幕
府
』
（戸
川
残
花
編

。
原
書
房
）

『随
筆
百
花
苑
』
第
七
巻

（森
銑
三
編

・
中
央
公
論
社
）

『甲
子
夜
話
』
（松
浦
静
山

。
東
洋
文
庫

・
平
几
社
）

『
編
年
江
戸
武
鑑
　
文
化
武
鑑

。
文
政
武
鑑
」
（監
修
石
井
良
助

・
柏
書

房
）

『大
日
本
古
文
書

・
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
（東
大
出
版
会
）

『江
戸
幕
府
代
官
史
料

・
県
令
集
覧
』
（村
上
直

・
荒
井
秀
俊
編

・
吉
川
弘

文
館
）

『森
銑
三
著
作
集
』
（中
央
公
論
社
）

『江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
（熊
井
保
編

。
新
人
物
往
来
社
）

『江
戸
幕
府
旗
本
人
名
辞
典
』
別
巻

（小
川
恭

一
編

。
原
書
房
）

『江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集

・
御
府
内
沿
革
図
書
』
（幕
府
普
請
奉
行
編

。
原

書
房
）

『浅
野
梅
堂
』
『乙
骨
耐
軒
』
（坂
口
筑
母

・
明
石
書
房
）

『紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
』
（森
潤
二
郎

・
臨
川
書
店
）

『名
家
伝
記
資
料
集
成
』
（森
繁
夫
編

・
思
文
閣
出
版
）

『詞
華
集
日
本
漢
詩
』
第
四
巻
～
七
巻

。
一
〇
巻

（吸
古
書
院
）

『続
日
本
随
筆
大
成
』
四
巻

（吉
川
弘
文
館
）

『永
井
玄
蕃
頭
尚
志
　
伝
記
』
（城
戸
輝
雄

。
私
家
版
）

『幕
領
陣
屋
と
代
官
支
配
』
（近
世
史
叢
書
四
　
西
沢
淳
男

・
岩
田
書
院
）

『代
官
の
日
常
生
活
』
（講
談
社
メ
チ
エ
　
西
沢
淳
男
）

『横
浜
開
港
の
恩
人
岩
瀬
忠
震
』
（森
篤
男

・
横
浜
歴
史
研
究
普
及
会
）

『江
戸
』
（大
久
保
利
謙
編

・
立
体
社
）

博
物
学
関
係

『白
井
光
太
郎
著
作
集
』
（木
村
陽
次
郎
編

・
科
学
書
院
）

『
日
本
博
物
誌
年
表
』
（磯
野
直
秀

・
平
凡
社
）

『彩
色
江
戸
博
物
学
集
成
』
（平
凡
社
）

『江
戸
科
学
古
典
叢
書
』
四

一
。
四
四

・
四
五
巻

（恒
和
出
版
）

『江
戸
の
本
草
　
薬
物
学
と
博
物
学
』
（矢
部

一
郎

・
サ
イ
エ
ン
ス
社
）

『竜
沢
公
御
随
筆
』
（前
田
利
保

・
桂
書
房
）

『
日
本
博
物
学
史
』
（上
野
益
三

・
平
凡
社
）

『年
表
日
本
博
物
学
史
』
（上
野
益
三

・
八
坂
書
房
）

『江
戸
の
動
植
物
図
　
知
ら
れ
ざ
る
真
写
の
世
界
』
（朝
日
新
聞
社
）

『殿
様
の
生
物
学
の
系
譜
』
（朝
日
新
聞
社
）

〔論
文
〕川

合
重
雄

「中
世
奥
三
河
に
お
け
る
設
楽
氏
に
つ
い
て
」
（『三
河
地
域
史

研
究
』
二
）

川
合
重
雄

「設
楽
氏
系
譜
考

（続
）」
（『三
河
地
域
史
研
究
』
八
）

夏
目
利
美

「八
王
子
設
楽
家
に
つ
い
て
」
（新
城
市
郷
土
研
究
会

『郷
土
』

〓
二
五
）

平
野
満

「天
保
期
の
本
草
研
究
会

「緒
鞭
会
」
―
前
史
と
成
立
事
情
お
よ

び
活
動
実
態
」
（『駿
台
史
学
』
九
八
）

中
田
吉
信

「毛
利
梅
園
考
」
（『参
考
書
誌
研
究
』
三
〇
）

磯
野
直
秀

「『梅
園
画
譜
』
と
そ
の
周
辺
」
（『参
考
書
誌
研
究
』
四
一
）

磯
野
直
秀

「『千
虫
譜
』
諸
写
本
の
比
較
」
（『参
考
書
誌
研
究
』
四
四
）

〔
Ｗ

Ｅ

Ｂ
〕

①
私
設
電
子
図
書
館
佐
奈
川
文
庫
新
館

（越
後
長
岡
と
東
三
河
）

〓
一
け
０
く

‘ヽ
２
ヽ
■
ヽ
ω
卜
ｏ
寿
い

・ｏ
Ｏ
コ
く
す
ｏ
【づ
の
ヽ
Ｏ
∽
ゴ
〓
”
”
【
【″
０

②
み
い
は
ぁ
版
平
成
伊
達
治
家
記
録
別
館
（八
世
宗
遠
公
の
子
孫
血
統
表
）
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③
幕
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Ｈａ
ｏ
（米
田
桂
次
郎
）

，
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ミ
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④
ひ
孫
が
紹
介
す
る
　
ト
ミ
ー
　
立
石
斧
次
郎

，
言

υ
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、
も
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Ｎ
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「
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Ｏ
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